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道内景気は、新型コロナウイルスの影響により厳しい状況にあり、持ち直しの動きが足踏

みしている。生産活動は持ち直している。需要面をみると、個人消費は、持ち直しの動きに

足踏みがみられる。住宅投資は、持ち直し基調にある。設備投資は、減少している。公共投

資は、高水準で推移している。輸出は、持ち直しの動きがみられる。観光は、外国人入国者

数の厳しい状況が続いているが、来道者数は１４か月ぶりに前年を上回った。

雇用情勢は、有効求人倍率が前年を下回り、弱さがみられる。企業倒産は、２か月ぶりに

件数・負債総額ともに前年を下回った。消費者物価は、前年を下回った。
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１．景気の現状判断DI～４か月ぶりに低下

景気ウォッチャー調査
（季節調整値）

（資料：内閣府）
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２．鉱工業生産～７か月連続で上昇

鉱工業生産・出荷・在庫指数
（季節調整済指数）

（資料：北海道経済産業局）

景気ウォッチャー調査による、４月の景気

の現状判断DI（北海道）は前月を９．８ポイン

ト下回る４２．８と４か月ぶりに低下した。横ば

いを示す５０を２か月ぶりに下回った。

景気の先行き判断DI（北海道）は、前月

を７．４ポイント下回る４２．６となった。

３月の鉱工業生産指数は８９．６（季節調整済

指数、前月比＋１．４％）と７か月連続で上昇

した。前年比（原指数）では＋４．８％と１８か

月ぶりに上昇した。

業種別では、化学・石油石炭製品工業など

９業種が前月比上昇となった。一般機械工業

など６業種が前月比低下となった。

道内経済の動き

― １ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号
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百貨店 スーパー コンビニエンスストア
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３．百貨店等販売額～５か月ぶりに増加

百貨店等販売額（前年比）

（資料：北海道経済産業局）

軽乗用車小型車 前年比（右目盛）普通車

千台 ％
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４．乗用車新車登録台数～２か月ぶりに増加

乗用車新車登録台数

（資料：�日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会）

その他プロサッカープロ野球

千人
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５．札幌ドーム来場者数～５か月ぶりに増加

札幌ドーム 来場者数

（資料：㈱札幌ドーム）

３月の百貨店・スーパー販売額（全店ベー

ス、前年比＋４．２％）は、５か月ぶりに前年

を上回った。

百貨店（前年比＋３６．０％）は、全ての品目

が前年を上回った。スーパー（同▲０．５％）

は、飲食料品が前年を下回った。

コンビニエンスストア（前年比＋３．５％）

は、６か月ぶりに前年を上回った。

３月の乗用車新車登録台数は、２１，６２２台

（前年比＋１．２％）と２か月ぶりに前年を上

回った。車種別では、普通車（同＋２．０％）、

小型車（同▲７．６％）、軽乗用車（同＋９．８％）

となった。

年度累計では、１５４，３９１台（前年比

▲９．５％）と前年を下回っている。内訳は普

通車（同▲１０．１％）、小型車（同▲１４．１％）、

軽乗用車（同▲３．９％）となった。

３月の札幌ドームへの来場者数は、１０２千

人（前年比全増）と５か月ぶりに前年を上

回った。来場者内訳は、プロ野球６９千人（同

全増）、サッカー１０千人（同全増）、その他が

２４千人（同全増）だった。

道内経済の動き
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持家 貸家 給与 前年比（右目盛）分譲
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６．住宅投資～２か月ぶりに増加

住宅着工戸数

（資料：国土交通省）
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前年比（右目盛）

７．建築物着工床面積～２か月連続で減少

民間非居住用建築物（着工床面積）

（資料：国土交通省）
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請負金額 前年比（右目盛）
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８．公共投資～２か月ぶりに減少

公共工事請負金額

（資料：北海道建設業信用保証㈱ほか２社）

３月の住宅着工戸数は２，６５５戸（前年比

＋１２．９％）と２か月ぶりに前年を上回った。

利用関係別では、持家（同▲１３．７％）、貸家

（同＋２３．３％）、給与（同＋５７５．０％）、分譲

（同＋４７．３％）となった。

年度累計では３１，７７２戸（前年比▲２．２％）

と前年を下回った。利用関係別では、持家

（同▲６．４％）、貸家（同▲２．３％）、給与（同

▲０．３％）、分譲（同＋８．６％）となった。

３月の民間非居住用建築物着工床面積は、

１４３，５０１㎡（前年比▲１５．６％）と２か月連続

で前年を下回った。業種別では、製造業（同

▲３０．５％）、非製造業（同▲１４．１％）であっ

た。

年度累計では、１，８５２，０５０㎡（前年比

＋５．５％）と前年を上回っている。業種別で

は、製造業（同▲１２．２％）、非製造業（同

＋７．７％）となった。

４月の公共工事請負金額は２，０４８億円（前

年比▲２．７％）と２か月ぶりに前年を下回っ

た。

発注者別では、国（同＋０．７％）、独立行政

法人（同＋１９．１％）、その他（同＋７４．２％）

が前年を上回った。道（同▲２８．８％）、市町

村（同▲１６．８％）、地方公社（同▲９２．６％）

が前年を下回った。

道内経済の動き
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航空機 ＪＲ フェリー 前年比（右目盛）
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９．来道者数～１４か月ぶりに増加

来道者数

（資料：�北海道観光振興機構）
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１０．外国人入国者数～１８か月連続で減少

外国人入国者数

（資料：法務省入国管理局）

輸出 輸入 輸出（前年比、右目盛） 輸入（同、同）
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１１．貿易動向～輸出が２０か月ぶりに増加

貿易動向

（資料：函館税関）

３月の国内輸送機関利用による来道者数

は、４６５千人（前年比＋２１．１％）と１４か月ぶ

りに前年を上回った。輸送機関別では、航空

機（同＋２１．６％）、JR（同＋３６．５％）、フェ

リー（同＋１０．５％）となった。

年度累計では、４，６１５千人（同▲６５．２％）

と前年を下回っている。

前月比では、２か月連続で増加した。

３月の道内空港・港湾への外国人入国者数

は、０人（前年比皆減）と１８か月連続で前年

を下回った。

３月の貿易額は、輸出が前年比＋１５．５％の

２７６億円、輸入が同＋１１．７％の９６０億円だっ

た。

輸出は、鉄鋼くず、鉄鋼、自動車の部分品

などが増加した。

輸入は、天然ガス・製造ガス、一般機械、

ウッドチップなどが増加した。

輸出は、年度累計では２，２０３億円（前年比

▲２６．３％）と前年を下回っている。

道内経済の動き
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有効求人倍率 新規求人数（右目盛）
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１２．雇用情勢～有効求人倍率が前年を下回る

有効求人倍率（常用）、新規求人数（前年比）

（資料：北海道労働局）
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１３．倒産動向～件数・負債総額ともに２か月ぶり減少

企業倒産（負債総額１千万円以上）

（資料：㈱東京商工リサーチ）
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１４．消費者物価指数～前年を下回る

消費者物価指数

（資料：総務省、北海道）

３月の有効求人倍率（パートを含む常用）

は、０．９６倍（前年比▲０．１３ポイント）と前年

を下回った。

新規求人数は、前年比＋１０．１％と１５か月ぶ

りに前年を上回った。業種別では、卸売業・

小売業（同＋５４．９％）、建設業（同＋１８．７％）

などが前年を上回った。運輸業・郵便業（同

▲１１．５％）、情報通信業（同▲２．３％）などが

前年を下回った。

４月の企業倒産は、件数が１２件（前年比

▲５２．０％）、負債総額が１７億円（同▲４８．４％）

だった。件数・負債総額ともに２か月ぶりに

前年を下回った。

業種別ではサービス・他が５件、製造業が

３件、卸売業が２件などとなった。

新型コロナウイルス関連の倒産件数は６件

であった。

３月の消費者物価指数（生鮮食品を除く総

合指数）は、１０３．２（前月比＋０．６％）となっ

た。前年比は▲０．３％と、前年を下回った。

生活関連重要商品等の価格について、３月

の動向をみると、食料品・日用雑貨等の価格

は、おおむね安定している。石油製品の価格

は調査基準日（３月１０日）時点の前月比で、

灯油価格、ガソリン価格はともに値上がりし

た。

道内経済の動き
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１．従業員の過不足感

雇用人員判断DI（△３０、「過剰企業の
割合」－「不足企業の割合」）は前年同期
比１７ポイント上昇し、人手不足感は２年
連続でやわらいだ。もっとも、業種によ
り濃淡はみられるが、ほとんどの業種で
「不足企業の割合」が「過剰企業の割合」
を上回る状況は続いている。＜図１＞

２．今春の新卒採用状況

今春に「新卒採用した企業」（３４％）は
前年から５ポイント低下した。＜図２＞
採用予定人数に対する充足率は、「予

定通り」の企業が４８％（前年同期比＋１
ポイント）と横ばい圏。食料品製造業、
鉄鋼・金属製品・機械製造業、建設業が
前年を上回る結果となった。＜表３＞
＜図６＞

３．今後１年間の従業員の増減見通し

雇用方針DI（「増員する企業の割合」
－「減員する企業の割合」）は＋１８（前
年同期△１）と横ばい圏となった。全産
業ではプラス水準を維持したが、４業種
が前年を下回りマイナスに転じた。前年
に比べ鈍化はするものの、人員確保の動
きは続く見込み。＜図３＞＜表８＞

特別調査

２年連続で人手不足感はやわらぐ
２０２１年 道内企業の雇用動向と新卒採用

要 約

＜図１＞従業員の過不足感（雇用人員判断DIの推移）

＜図２＞新卒採用状況（新卒採用実施企業の割合）

＜図３＞今後１年間の従業員の増減見通し（雇用方針DIの推移）
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調査の目的と対象
アンケート方式による道内企業の経営動向把握。

調査方法
調査票を配付し、郵送または電子メールにより回
収。

調査内容
２０２１年度の雇用動向と新卒採用について

回答期間
２０２１年２月下旬～３月中旬
本文中の略称
雇用人員判断DI
「過剰企業の割合」－「不足企業の割合」
雇用方針DI
「従業員を増員する割合」ー「従業員を減員す
る割合」
ｎ（number)
有効回答数

地域別回答企業社数

業種別回答状況

＜表１＞項目別の要点

（項 目） 要 点

�従業員の過不足感 ＜図４＞
雇用人員判断DI（△３０）は前年比１７ポイント上昇。建設業（△６０）で
は依然人手不足感が続いている一方、その他の業種では人手不足感は
やわらいでおり、特にホテル・旅館業（＋１９）は人員過剰となった。

�今春の新卒採用状況 ＜図５＞
「今春新卒採用を実施した」企業の割合（３４％）は前年比５ポイ
ント低下。建設業（４６％）、運輸業（３０％）は前年比上昇、その
他の業種は横ばいもしくは低下となった。

�新卒採用内定者の評価 ＜表２＞ 「良い人材を採用できた」企業の割合（５４％）は前年比１ポイン
ト上昇した。

�採用予定人数に対しての
充足率

＜表３＞
「予定通り」の企業の割合（４８％）は前年比１ポイント上昇。食
料品製造業、鉄鋼・金属製品・機械製造業、建設業は前年比上
昇、その他の業種は前年比低下となった。

�企業の新卒採用決定要因＜表４＞
「将来の人手不足に備える」（７０％）は前年比１ポイント低下。食料品製
造業（４４％）、卸売業（５７％）、小売業（６２％）などで低下が目立った。
一方、「人材確保の好機である」（５０％）が前年比１６ポイント上昇した。

�今春新卒採用しなかった
企業の理由

＜表５＞
「随時、中途採用する」（５５％）は前年比６ポイント低下したが、
製造業・非製造業ともに１位となった。「現従業員で十分である」
（３３％）は前年比１０ポイント上昇した。

�新卒採用実施企業の中途
採用計画

＜表６＞ 「必要があれば随時、中途採用する」（８０％）は前年比６ポイント
低下したが、高水準が続いている。

	採用する際の重視項目 ＜表７＞
「積極性」（７７％）が前年比５ポイント上昇、「協調性」（７５％）が
９ポイント低下。以下「誠実性」（６３％）、「コミュニケーション能
力」（６３％）が続く。


今後１年間の従業員の増
減見通し

＜表８＞
雇用方針DI（＋１８）は前年比１ポイント低下。製造業（＋１３）は４ポイ
ント低下、非製造業（＋２０）は横ばい推移。食料品製造業、木材・木製
品製造業、運輸業、ホテル・旅館業の雇用方針DIがマイナスに転じた。

企業数 構成比 地 域
全 道 ３７６ １００．０％
札幌市 １５１ ４０．２ 道央は札幌市を除く石狩、後志、

胆振、日高の各地域、空知地域南部道 央 ７６ ２０．２
道 南 ３１ ８．２ 渡島・檜山の各地域
道 北 ５６ １４．９ 上川・留萌・宗谷の各地域、空知地域北部

道 東 ６２ １６．５ 釧路・十勝・根室・オホーツクの各地域

調査企業社数 回答企業社数 回答率
全 産 業 ６８５ ３７６ ５４．９％
製 造 業 １９３ １１８ ６１．１
食 料 品 ６８ ４１ ６０．３
木 材 ・ 木 製 品 ３１ ２０ ６４．５
鉄鋼・金属製品・機械 ５９ ３５ ５９．３
そ の 他 の 製 造 業 ３５ ２２ ６２．９
非 製 造 業 ４９２ ２５８ ５２．４
建 設 業 １３９ ８０ ５７．６
卸 売 業 １０１ ６０ ５９．４
小 売 業 ８７ ４０ ４６．０
運 輸 業 ５１ ２３ ４５．１
ホ テ ル ・ 旅 館 業 ３５ １８ ５１．４
その他の非製造業 ７９ ３７ ４６．８

調 査 要 項

特別調査
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＜図 4＞従業員の過不足感（雇用人員判断DI）（n=349）
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＜図 5＞今春の新卒採用状況（n=366）

0 20 40 60 80 100％ 0 20 40 60 80 100％前年採用
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※四捨五入の関係により合計が１００％とならない場合がある。

特別調査

― ８ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／００６～０１１　特別調査  2021.05.17 13.50.19  Page 8 



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

83 79 73 69
82 85 85 79 78

67
55 49 43 38

5 6
7

6

4 3 5
6 5

7

9
10

8
5

9
6

7 12
5 6 6 10 10

9
19

15
21

21

48

10

15

47

9

20

49

11

18
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（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�良い人材を採用できた ５４ ３２ ４４ ２５ ２９ ２５ ６２ ７１ ４６ ７１ ５７ ６０ ５０
（５３）（５４）（５３）（７１）（３６）（８０）（５３）（５２）（４２）（５４）（８０）（５６）（５３）

�従来と変わらない ３７ ５５ ５６ ５０ ５７ ５０ ３１ １９ ５５ ２９ ２９ ４０ ３８
（３９）（４０）（４１）（２９）（５０）（２０）（３９）（３６）（４２）（３９）（２０）（４４）（４２）

�良い人材を採用できず ９ １３ － ２５ １４ ２５ ７ １０ － － １４ － １３
（８）（７）（６）（－）（１４）（－）（９）（１２）（１７）（８）（－）（－）（５）

（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�予定通り ４８ ４５ ５６ ２５ ５０ ２５ ４８ ５３ ４６ ３６ ５７ ４０ ５０
（４７）（４４）（４７）（２９）（４３）（６０）（４８）（５２）（５８）（５０）（６０）（５０）（３３）

�９割台 １０ ７ － － １４ － １１ ３ ２３ １４ １４ ４０ ６
（９）（９）（６）（２９）（７）（－）（８）（３）（８）（７）（－）（２０）（１４）

�７～８割台 １５ １９ ２２ ５０ ７ ２５ １４ ６ ２３ ２１ － ２０ １９
（２０）（１９）（１８）（２９）（１４）（２０）（２０）（２１）（－）（１４）（４０）（２０）（２９）

�５～６割台 １３ １３ ２２ － ７ ２５ １４ １８ － ２１ － － １９
（１０）（７）（１８）（－）（－）（－）（１２）（１２）（８）（１４）（－）（１０）（１４）

�３～４割台 ４ ３ － － ７ － ５ ９ － － １４ － －
（５）（９）（６）（１４）（７）（２０）（３）（－）（２５）（－）（－）（－）（－）

�１～２割台 １ － － － － － １ － － ７ － － －
（１）（２）（－）（－）（７）（－）（１）（－）（－）（７）（－）（－）（－）

�１割未満 ９ １３ － ２５ １４ ２５ ８ １２ ８ － １４ － ６
（８）（９）（６）（－）（２１）（－）（７）（１２）（－）（７）（－）（－）（１０）

＜表２＞新卒採用内定者の評価（n=115）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施した企業の数値、（ ）内は前年実績、四捨五入の関係により合計が１００％とならない場合がある。

＜表３＞採用予定人数に対しての充足率（n=120）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施した企業の数値、（ ）内は前年実績、四捨五入の関係により合計が１００％とならない場合がある。

＜図６＞採用予定人数に対しての充足率推移

採用予定人数に対しての充足率
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（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�将来の人手不足に備え
る

① ① ③ ② ① ② ① ① ① ③ ① ① ②
７０ ５８ ４４ ７５ ６４ ５０ ７４ ８３ ５７ ６２ ８６ １００ ６７
（７１）（６４）（６５）（５７）（６４）（６７）（７４）（７７）（７５）（８６）（８０）（４０）（７６）

�年齢構成の改善を図る
② ③ ② ③ ③ ① ② ② ③ ② ② ③ ①
５５ ４８ ５６ ２５ ４３ ７５ ５７ ６６ ２９ ６９ ４３ ２０ ７３
（５５）（３９）（３５）（２９）（３６）（６７）（６３）（６８）（４２）（５７）（６０）（７０）（６７）

�人材確保の好機である
③ ① ③ ③ ③ ① ① ② ③ ③
５０ ４５ ７８ ２５ ３６ ２５ ５２ ４６ ５７ ７７ ４３ ２０ ５３
（３４）（２７）（３５）（２９）（２９）（－）（３７）（２７）（５０）（４３）（６０）（５０）（２９）

�生産販売部門の強化を
図る

① ③ ① ② ②
３０ ５８ ４４ １００ ５７ ５０ ２０ ２６ １４ ２３ ０ ０ ２７
（２５）（４１）（３５）（７１）（４３）（１７）（１８）（１８）（１７）（２１）（－）（３０）（１４）

�業績の推移を重視する
②

２３ １３ １１ ０ ２１ ０ ２７ ２９ ２１ １５ ２９ ６０ ２７
（２６）（２５）（２４）（２９）（２９）（１７）（２７）（２９）（８）（２９）（４０）（３０）（２９）

�事業の拡大を図る
③ ③

１９ １６ １１ ２５ １４ ２５ ２０ １７ ２１ ２３ １４ ２０ ２７
（１７）（１６）（１２）（１４）（２９）（－）（１８）（１８）（１７）（１４）（２０）（１０）（２４）

�退職者の補充にとどめ
る

③
１２ １０ １１ ２５ － ２５ １２ ９ ２１ １５ － － ２０
（１３）（２３）（１８）（２９）（１４）（５０）（８）（９）（－）（－）（－）（１０）（１９）

	景気動向を重視する
③ ③

５ ７ － ２５ ７ － ５ ６ － － － ２０ ７
（１０）（１１）（６）（１４）（１４）（１７）（９）（１５）（－）（－）（２０）（１０）（１０）


その他 ２ － － － － － ２ － － － １４ － ７
（１）（２）（６）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）

（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�随時、中途採用する
① ① ① ① ① ① ① ① ② ② ① ①
５５ ５５ ５３ ５７ ６３ ４７ ５５ ７１ ４６ ３５ ８１ ３６ ６０
（６１）（５９）（７１）（５０）（４７）（６７）（６２）（６６）（５８）（４６）（５９）（８６）（７６）

�現従業員で十分である
② ② ② ② ② ② ① ① ② ①
３３ ３２ ３０ ３６ ３７ ２７ ３３ ７ ５０ ５８ １９ ６４ １０
（２３）（２５）（１０）（２１）（４１）（３３）（２２）（１３）（３４）（３９）（１２）（１４）（１０）

�募集したが、採用した
い人材がいなかった

② ②
１７ １４ １３ － ２１ ２０ １８ ３６ ５ １５ ６ ２１ ２０
（１８）（１３）（５）（１４）（２４）（１１）（２０）（３２）（１１）（２７）（１８）（－）（１０）

�教育・訓練に時間がか
かる

②
１２ ８ － ２１ ５ １３ １３ １６ １８ ４ １３ － ２０
（１１）（１０）（５）（２１）（１２）（－）（１２）（１３）（１３）（４）（２４）（２９）（－）

�パート・アルバイトを
活用する

②
１１ １２ ２３ ７ － ７ １０ ４ ２ １９ ６ ４３ １０
（１２）（１６）（２４）（２１）（－）（２２）（１０）（２）（１３）（１５）（－）（２９）（１９）

�採用する余裕がない
②

１１ １４ １３ １４ － ３３ ９ ４ １１ １９ １３ ７ －
（５）（１０）（１０）（２１）（６）（－）（３）（２）（８）（－）（－）（－）（－）

�その他 ６ ８ １０ ７ ５ ７ ５ ９ ２ － ６ ７ ５
（９）（１０）（１０）（７）（１２）（１１）（９）（１１）（５）（－）（１８）（１４）（１４）

＜表４＞企業の新卒採用決定要因（複数回答n=120）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施した企業の数値、○内数字は業種内の順位、（ ）内は前年実績。

＜表５＞今春新卒採用しなかった企業の理由（複数回答n=243）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施しなかった企業の数値、○内数字は業種内の順位、（ ）内は前年実績。
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（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�必要があれば随時、中
途採用する

８０ ７７ ６７ ７５ ８６ ７５ ８１ ８６ ７１ ７９ ７１ ８０ ８７
（８６）（８９）（８２）（１００）（８６）（１００）（８４）（８８）（６７）（７９）（８０）（７８）（９６）

�中途採用はしない ４ ７ ２２ － － － ３ ６ ７ － － － －
（３）（２）（６）（－）（－）（－）（３）（６）（８）（－）（－）（－）（－）

�未定 １６ １６ １１ ２５ １４ ２５ １５ ８ ２１ ２１ ２９ ２０ １３
（１１）（９）（１２）（－）（１４）（－）（１３）（６）（２５）（２１）（２０）（２２）（５）

（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�増員する ３１ ２５ １５ １６ ３５ ３７ ３４ ４８ ２５ ２８ ９ １８ ４７
�変わらない ５６ ６３ ６８ ６３ ６２ ５８ ５２ ４２ ６６ ５５ ６５ ４７ ４４
�減員する １３ １２ １８ ２１ ３ ５ １４ １０ ９ １８ ２６ ３５ ８
雇用方針DI（A－C） １８ １３ △３ △５ ３２ ３２ ２０ ３８ １７ １０ △１７ △１８ ３９

前年同時期DI １９ １７ １１ １４ ２４ ２３ ２０ ２３ １６ ８ ９ ２０ ３７

（項 目） 全産業 製造業 非製造業食料品 木材・
木製品

鉄鋼・金
属製品・
機械

その他の
製造業 建設業 卸売業 小売業 運輸業 ホテル・

旅館業
その他の
非製造業

�積極性
① ② ③ ① ① ① ① ① ③ ③ ① ③
７７ ８１ ６７ ７５ ８６ １００ ７６ ８１ ７９ ６４ １００ ６０ ６９
（７２）（６４）（７１）（２９）（６４）（８３）（７５）（８５）（７５）（７１）（８０）（８０）（５９）

�協調性
② ① ① ① ② ① ② ③ ① ③ ③ ①
７５ ８４ １００ ７５ ７１ １００ ７２ ７２ ８６ ６４ ７１ ４０ ７５
（８４）（８４）（１００）（７１）（７１）（８３）（８４）（８２）（９２）（７１）（８０）（１００）（８２）

�誠実性
③ ③ ③ ① ③ ① ①
６３ ５５ ６７ ５０ ５０ ５０ ６６ ５８ ８６ ５０ ７１ ８０ ７５
（６３）（５７）（７１）（７１）（４３）（３３）（６６）（５９）（８３）（６４）（４０）（５０）（８２）

�コミュニケーション能
力

③ ③ ① ③ ③ ② ① ③ ①
６３ ５８ ４４ ７５ ５７ ７５ ６５ ７５ ２９ ７１ ７１ ８０ ６３
（６２）（５５）（５９）（７１）（３６）（６７）（６５）（５６）（５８）（４３）（８０）（７０）（９１）

�責任感
② ① ② ①

６１ ５５ ７８ ２５ ５０ ５０ ６３ ６１ ５７ ７１ ８６ ８０ ５０
（６５）（５２）（７１）（２９）（５０）（３３）（７１）（７７）（６７）（７９）（８０）（６０）（６４）

	一般常識
③ ③

４４ ４５ ６７ ２５ ２９ ７５ ４４ ３６ ２９ ５７ ４３ ６０ ５６
（３６）（３４）（２９）（４３）（２１）（６７）（３７）（４１）（３３）（３６）（２０）（５０）（３２）


自立性 ３１ ２３ ３３ ２５ ２１ － ３４ ３１ ４３ ３６ ２９ ２０ ３８
（２０）（１１）（１２）（－）（２１）（－）（２４）（２４）（８）（１４）（２０）（１０）（４６）

�専門知識 １１ ７ － ２５ ７ － １２ １４ － １４ － ２０ １９
（１１）（１４）（６）（２９）（２１）（－）（１０）（１５）（－）（－）（－）（－）（２３）

�リーダーシップ ７ ３ １１ － － － ９ ３ ７ １４ １４ ２０ １３
（８）（５）（１２）（－）（－）（－）（９）（１２）（－）（１４）（－）（－）（１４）

�地元出身者である ７ ７ － ２５ ７ － ８ ３ ７ ２１ － － １３
（８）（１６）（１２）（４３）（１４）（－）（４）（１２）（－）（－）（－）（－）（－）

学業成績 ４ － － － － － ５ ６ － ７ － － １３
（４）（５）（６）（－）（７）（－）（４）（－）（－）（７）（－）（－）（１４）

公的資格がある ４ － － － － － ５ ３ － １４ － － １３
（２）（－）（－）（－）（－）（－）（３）（－）（－）（７）（－）（－）（９）

�その他 ２ － － － － － ２ － － ７ － － ６
（３）（－）（－）（－）（－）（－）（４）（３）（－）（１４）（－）（－）（５）

＜表６＞新卒採用実施企業の中途採用計画（n=122）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施した企業の数値、（ ）内は前年実績、四捨五入の関係により合計が１００％とならない場合がある。

＜表７＞採用する際の重視項目（複数回答n=123）
（単位：％）

※今春に新卒採用を実施した企業の数値、○内数字は業種内の順位、（ ）内は前年実績。

＜表８＞今後１年間の従業員の増減見通し（雇用方針DI）（n=366）
（単位：％）

※四捨五入の関係により合計が１００％とならない場合がある。
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今回の調査では、道内の人手不足感は２年連続でやわらぎました。もっとも、業種により

濃淡はみられるものの、ほとんどの業種で人手不足が続いています。新卒採用や技術者不足

に苦戦する状況が続いており、外国人や高齢者の雇用、雇用環境の改善などによる人手確保

の動きがみられます。一方で、コロナ禍によって新規採用の見送りや、採用活動に制約が生

じているといった声も聞かれました。

以下に企業から寄せられた生の声を紹介いたします。

１．採用に関しての意見

【製造業】

＜飲料品製造業＞ 昨年より新卒、中途採用

を募集しているが応募してくる人がいない。

（道央）

＜食料品製造業＞ 当社の中期経営計画が計

画通り進み、一定の収益性が確保できる見通

しが立てば、恒常的に新卒採用も検討してい

きたい。（道央［きのこ］）

＜木製品製造業＞ 新卒は即戦力ではないの

で育てるのに時間がかかるが、社員の年齢構

成の偏りも回避したい。今年度は、キャリア

求人により対応を予定している。（道北［家具

製造］）

＜機械器具製造業＞ 年々、中小企業での人

材確保が大変になってきている。大手に負け

ないような戦略が必要と感じている。（道央）

＜印刷業＞ コロナ禍の影響により、繁忙期

以外は仕事が少なく人員過剰とみられる場面

も多くなり、とりわけ工場の稼働時間は大き

く減少している。現時点では新規採用は難し

いと考えている。（札幌）

＜コンクリート製品製造業＞ とにかく人手

不足であるが、ハローワークに求人を出して

も全く反応がなく困っている。新卒の高校生

を採用するにも、周りの企業からの話では３

～４か月でやめてしまう話ばかりで、高卒に

関しては消極的になってしまう。（道北）

【非製造業】

＜建設業＞ 土木建設業界は慢性的な人手不

足にある。新卒者の採用についても競合が激

しく、技術職の採用が出来ていないのが現状

である。コロナ禍による離職により求職者は

増加しているはずではあるが、土木業界への

転職はほぼない。新卒者の採用に向けて、社

内体制の改善が必要であると認識している。

（道東［土木］）

＜住宅建築業＞ 新卒採用は求人活動の結

果、希望する人材が採用できており、採用後

も離職することなく働いている。人口減少に

より今後の採用には課題があり、学校や地域

の企業と連携して自社に出来ること、すべき

ことを検討し取り組んでいきたいと考えてい

るが、コロナ禍で様々な制限がある状況で、

対応が難しい。（道央）

経営のポイント

２年連続で人手不足感はやわらぐも、人手不足の
状況は変わらず。コロナ禍は採用活動にも影響

〈企業の生の声〉
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２．雇用全般に関する意見

＜電気通信工事業＞ 日本人の採用を諦め

て、外国人留学生の採用を進めていこうと考

えている。言語の壁を乗り越えて、しっかり

とコミュニケーションを図り、エンジニア育

成を進めたい。（道央）

＜工業用品卸売業＞ 新卒採用は優秀な人材

確保のチャンスではあるが、業績が悪化して

きており、現状は退職者の補充にとどめてい

る。中途採用については、即戦力が見込める

場合は採用したい。（札幌）

＜鋼材卸売業＞ 次世代の担い手の育成の観

点から、若手の中途採用は行っている。新卒

採用については現段階では検討しない。今

後、道内の経済状況や当社の財務状況、新

卒・中途採用バランスなど考慮し将来的に検

討していきたい。（札幌）

＜自動車販売店＞ 希望の職種として数が少

ない自動車整備士については、将来的な人材

不足が懸念されるため業績にかかわらず採用

を行う。（道東）

＜燃料小売業＞ 既存事業については、部門

ごとの年齢構成や退職者などの状況を総合的

に踏まえて採用活動を行っている。今後は新

規事業を予定しているため、その分野に精通

した人材がいれば積極的な採用を考えてい

る。（道東）

＜運輸業＞ コロナ収束の見通しが不透明な

ため、採用活動含め厳しくなることが見込ま

れる。（札幌［旅客］）

＜都市ホテル＞ コロナ前とは一転して、現

状は採用を控えている状況ではあるが、従業

員の若返りや世代交代を見据え、来春から新

卒の採用を検討している。（札幌）

＜建設コンサルタント＞ 新卒採用について

は、人口減少に伴い年々厳しくなることが予

想される。年齢構成を適正に保つため、不

況・好況に関わらず、採用活動を継続する必

要がある。また、戦力化までには時間がかか

るため、離職防止策を含め、対応していく必

要がある。（札幌）

＜クリーニング業＞ 将来の人員構成を考慮

して新卒採用を行う方針にあるが、合理化を

進めなければならない現状では、当面、新卒

者採用は必要最低限にとどめ、既存人員内で

オペレーションしていかなければならない。

必要となる戦力補充は、短期戦力化を狙い、

中途採用を活用していく。（札幌）

【製造業】

＜食料品製造業＞ 従業員の高齢化が進み、

将来を見据えた人員構成を考えバランスの良

い組織を構築するよう雇用は継続する。ただ

し、企業全体の人件費率も適正な状態を維持

するため必然的に安定した業績を残さなけれ

ばならないので、収益の出る体質にするよう

取り組んでいかなければならない。（道南）

＜水産加工業＞ 業種柄、若い人達の求職が

ほとんどない。高齢者が多いため、外国人労

働者を雇用しており、今後も同様に推移する

と考えている。外国人の方々のほうが真面目

で、雇用面では心配ない。（道南）

＜金属製品製造業＞ 新卒採用も必要だが、

中途採用者のほうが長続きしている。売上の

増加は重要だが、製品の質を落とさないよう

に人材教育していく必要があり、少しずつ会

社規模を拡大していくことができればと考え

ている。（道東）

経営のポイント
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＜金属製品製造業＞ 慢性的に人手不足であ

るが、業績や収益を考慮すると人員の増員が

難しいのが現状である。（道央）

＜ゴム製品製造業＞ 以前は特にパート人員

の確保が難しかったが、買い手市場になった

ことから、パート人員が確保できればと考え

ている。（道央）

【非製造業】

＜建設業＞ 建設業は高卒採用の場合、資格

取得や現場経験を積み、現場を任せられるよ

うになるまでに約２０年必要。人員数は足りて

いるが、実際に現場を任せられる有資格者の

数は不足している。有資格者１名あたりの売

上・利益を計算できるため増員したいが、人

手不足であり、現従業員が定年を過ぎても雇

用を継続しなければならないのが現実であ

る。（道東［建築・土木・舗装］）

＜住宅建築業＞ 各雇用保険、年金等の動向

を注視する。福利厚生等の社員満足度を更に

向上させ、経営の安定を図る。（道北）

＜解体工事業＞ 平均年齢５０歳の当社にとっ

て、若い世代の確保は急務。来春には大学新

卒者が１名入社予定となっているが、継続的

に新卒者を確保できるよう会社の魅力向上を

図っていきたい。（札幌）

＜食料品卸売業＞ 少子化、働き方改革、仕

事への価値観の変化、福利厚生の充実化、デ

ジタル化、大手企業の人気集中などにより、

中小企業の雇用は一層難しくなっていく。業

務内容の大幅改善を図り、ベテラン社員の経

験や能力に頼りがちな状況を変え、新規採用

者の即戦力化が可能になるようにしたい。ひ

いては新卒採用が可能になることも想定でき

るようになる。（札幌［茶卸売］）

＜食料品卸売業＞ 業界全体で働き方改革に

取り組む姿勢が必要であり、現状の進み方で

は大企業と中小企業、業種業態による格差が

広がることが懸念される。（道北［水産・農産

生鮮品］）

＜宝石店＞ 子会社の人事制度や賃金体系等

の見直しを検討中。その後当社の雇用問題に

着手する予定。（札幌）

＜運輸業＞ 人手不足が深刻である。運賃が

道外より３～４割下回っており待遇面を厚く

できず、慢性的な人手不足の要因の１つと

なっている。今後、運転手不足により、物流

崩壊につながる恐れがあると考えている。（道

央［貨物運送］）

＜観光ホテル＞ 当面は職員の補充に留め、

雇調金を利用しながら雇用維持に努める。（道

北）

＜歯科技工業＞ 国家資格を有する歯科技工

士の、新卒採用が年々難しくなってきてい

る。女性の割合が年々増加傾向にあるため、

出産や育児休暇などを取得しやすい環境作り

に取り組んでいる。また、女性の管理職への

登用準備も進めている。手作業が中心の歯科

技工の仕事に、デジタル化の波が押し寄せて

きており、設備投資ができ、それを維持する

企業体力が必要となってきている。（札幌）

＜美容業＞ コロナ下においても雇用は積極

的に行いたいが、マッチングや面談、見学等

の実施に苦慮している。人材確保は、当社と

しての収益確保の源泉である。今後は、待遇

面の向上を図りながら対応したい。（札幌）

経営のポイント

― １４ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号
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― １５ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

１．はじめに

当行は２０２０年９月、ワーケーションの道内誘致に向けた取組みとして「北の大地でワーケー

ション！」プロジェクトを開始しました。ワーケーションはコロナ禍に苦しむ観光業を救う新し

い旅行形態として注目される一方、多くの事業者・自治体においては検討のための情報が不足し

ているものと思われます。本稿では具体的な事例を交えながら、当行の取組みを紹介いたします。

� ワーケーションとは
ワーケーションとはWork（仕事）とVacation（休暇）を組み合わせた造語であり、テレワーク

等を活用し、リゾート地や温泉地、国立公園等、普段の職場とは異なる場所で余暇を楽しみつつ

仕事を行うことです１。新型コロナウイルス感染症の拡大によりテレワークが普及し、働き方が

多様化していることを追い風に、新たな就業・休暇スタイルとして注目を集めています。

全国的にも和歌山県白浜町や長野県軽井沢町を筆頭に、多くの地域がワーケーション誘致に熱

心に取り組んでおり、自治体による誘致活動は今後も過熱していくことが予想されます。本誌５

月号にて紹介されているように、北海道庁においてもワーケーション誘致に向けた取組みが精力

的に進められているところですが、北海道のポテンシャルを最大限に活用するためには、官民が

連携して誘致活動を行うことが重要です。

� 道内の状況
北海道は豊かな自然、夏に涼しく冬はウインタースポーツが楽しめる気候等に恵まれており、

他の都府県にはない大きな魅力を秘めています。人口密度も全国一低く２（６８．６人／㎢）、感染症
対策の観点からも選ばれやすい観光地であるといえます。

コロナ禍の甚大な影響を受ける中、道内でも多くの自治体・観光事業者がワーケーション誘致

に興味を有していると思われますが、期待が大きい一方、当行には「まず何をしたらよいのか」

「本当にニーズがあるのか」といった疑問も寄せられていました。

� 北洋銀行の取組み
そこで「北の大地でワーケーション！」プロジェクトでは、地域金融機関の立場から、具体的

な情報や生の声をお客さまにお届けし、お客さまが一歩踏み出すきっかけになる事業を実施する

こととしました。以下、具体的な内容について説明します。

北の大地でワーケーション！
～北洋銀行によるワーケーション誘致支援の取組み～

株式会社北洋銀行 地域産業支援部

松本崇弘

寄稿

１観光庁「新たな旅のスタイル」ワーケーション＆ブレジャー企業向けパンフレット（簡易版）。
https : //www.mlit.go.jp/kankocho/content/００１３８１００９．pdf

２総務省「第７０回日本統計年鑑」。２０１５年現在。全国平均は３４０．８人／㎢、最高値は東京都の６，１６８．７人／㎢。
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寄稿

― １６ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

２．首都圏企業と道内宿泊事業者の「橋わたし」～オンラインでの情報交換～

� 受入側・実施側の双方向交流
まず着手したのは、ワーケーションの「受入側」、「実施側」それぞれの立場で生の声を伝え合

う情報交換会の実施でした。

受入側である道内宿泊事業者は、ワーケーションに関する基礎的情報を必要としており、特に

全国的なニーズについての情報が不足していました。

そこで、当行東京支店のネットワーク等を活用し首都圏企業に個別にご相談したところ、ワー

ケーション実施に興味がある大手企業等９社のご協力を得られることとなりました。また、これ

ら企業のお話を伺う中で、首都圏企業にとっても「宿泊事業者の情報セキュリティ」や「働くた

めの環境」等、ワーケーション実施検討に必要な情報が不足しており、宿泊事業者との面談に潜

在的なニーズがあることが判明しました。

このような背景の下、情報交換会当日はまさに情報「交換」の場となり、双方向に活発な議論

が交わされました。また、ワーケーションの満足度向上には地域全体の魅力向上が不可欠です

が、自治体職員と一緒に参加することでエリア全体の情報をアピールできている宿泊事業者の姿

も見受けられました。

首都圏企業からは「宿泊事業者の取組みを把握できてよかった」「スピード感があり即商談に繋

がりそうだった」、道内宿泊事業者からは「実際に検討している企業の生の声を聞くことができ

た」「需要があるか心配していたが、期待が持てた」等の感想が寄せられ、両者のニーズを満たす

ことができる有意義な情報交換の場になったと考えています。

［情報交換会 概要］

日 時：２０２０年１１月１２日�～１３日�
参加者：道内宿泊事業者（８社）

首都圏企業 （９社。生命保険、IT、通信、メーカー等）

面談数：１４件（Microsoft社Teamsを使用したオンライン情報交換）

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０１５～０２０　寄稿  2021.05.13 18.51.20  Page 16 



寄稿

― １７ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

� 交換会当日の意見
交換会当日、首都圏企業からは以下のような意見が寄せられました。

ハード面で必要なこと

� ワークスペースと宿泊部屋は別々であることが前提
（周辺にコワーキング施設等があればホテル内にワークスペースがなくても可）

� 安定した通信環境（客室から独立した通信環境が望ましい）
� セキュリティ確保
（フリーWi-Fiは不可。パソコンが入るセキュリティBOXの設置など）

� Web会議や電話用の防音環境
（電話ボックス型でも可。複数人の場合は集まって作業できる会議室等も必要）

� パソコン・ノート・携帯電話が置ける長机
（印刷ができない状況ではパソコン・モニターを２台設置することもある）

� 長時間座っていても疲れにくい椅子
� プリンターやモニターの貸出があれば望ましい

ハード面については、単に宿泊のための部屋があればよいのではなく、「快適に働ける環境」

づくりが重要です（この点は家族を同伴する場合にはさらに重要）。宿泊事業者は、まず施設内

で職員によるテレワークを試行してみると、ワーケーション誘致のためのヒントや改善点が見つ

かるかもしれません。

ソフト面で必要なこと

� ワーケーションは単に余暇を楽しむことが目的ではない
� 地域との交流や新たな刺激を受けるために実施
（地域の取組みに参画する、またはその地域に行けば「誰か」と会えるなど）

� 研修旅行ではラフティング・カヌーなどチームビルディングに繋がるメニューや「学

び」の視点のメニューがあるとよい

� ハード面はもちろん重要だが、それだけではリピートに繋がらない

ソフト面においては「地域の特色・特性」が重要です。ワーケーションを実施する企業の立場

に立ち、その地域でしか体験できないサービス・企画を練り上げていくことが重要です。そのた

めには、宿泊事業者が単独で行うだけでなく、自治体や観光協会・DMOとも協力しながら地域

全体の魅力を高めていく必要があります。
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寄稿

― １８ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

首都圏企業 道内宿泊事業者

� 情報セキュリティの担保
� 労務管理／就業規定の整備（労災等）
� 進捗管理、コミュニケート手段の確立
� ワーケーションに対する世代／性別によ
る理解度・納得感の違い

� 心理負担軽減（休みを楽しむ環境作り）
� ワーケーションを行う合理性、コスト
� 現場を離れられない職員の対応／管理

� Wi-Fi整備（速度／セキュリティ…一度で
も不調になった際の信用低下を懸念）

� 落ち着いて働ける環境の整備
� 客室以外のワーキングスペースの確保
� 多様な価値観や過ごし方に合わせた街づ
くり

� ハード面の改修費用

首都圏企業 道内宿泊事業者

� 旅費のサポート（北海道は遠いため、軽
井沢／熱海／草津等との差別化が必要）

� 地元の観光案内・手配機能などが集約さ
れている場所の設置

� 協力して参加できる自治体の定期イベン
トがあれば、ワーケーションに繋がる出
張が増える

� 企業誘致による交流人口、関係人口の拡
大が図れれば、そこを目的としたワー
ケーションも加速する

� 各施設のワーケーション環境一覧化や、
自治体としてのPR

� コワーキングスペース等は短期で利益を
生みだしにくいため、３～５年スパンの
継続的な助成制度があるとよい

� ロングステイ向けにメルマガやホーム
ページで観光情報を紹介している。ワー
ケーションについても同様に育てる分野
にしてほしい

� アンケート結果
参加者からのアンケートでは、以下のような意見が寄せられました。

ワーケーション実施／誘致の課題

自治体等に求めるサポート

実施する側の課題としては、労務管理等の社内ルール整備についての意見が多くみられまし

た。なお、ワーケーションやブレジャー３における旅費の税務処理や労災保険の考え方について

は、観光庁による企業向けパンフレット４にQ&Aが掲載されています。同パンフレットは今後詳

細版の作成が予定されており、政府にもワーケーション実施を後押しする動きが見られます。

自治体に対しては、ワーケーション実施者に対する費用面でのサポートが求められています。

ワーケーション誘致は全国で競争が激化しており、渡航費や宿泊費など旅費のサポートがある

と、首都圏近郊の地域に対しても競争力を維持していけるでしょう。

３Business（ビジネス）とLeisure（レジャー）を組み合わせた造語。出張等の機会を活用し、出張先等で滞在を
延長するなどして余暇を楽しむこと。

４観光庁による企業向けパンフレットについては、１５ページの脚注１を参照願います。
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寄稿

― １９ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

３．日本航空様「ワーケーションモニター」との連携 ～JALふるさとアンバサダー～

� 旅行・接客のプロによるモニター制度
ワーケーションはコロナ以降に急速に知名度が高まりましたが、コロナ以前から他に先駆けて

取り組んできた企業としては日本航空様が有名です。日本航空様は２０１７年から導入し、会社全体

で普及促進に取り組んでおられます。

日本航空様は、ワーケーションに取り組む道内の宿泊事業者・自治体・観光協会等をJALふる

さとアンバサダー＊が訪問し、サービス向上に向けた助言や意見交換等を行うモニターツアーを

実施しています。ツアーには以下の図に示すメリットがあるなど、多様な経験を積んだ客室乗務

員を有し、ワーケーションへの造詣も深い日本航空様ならではの内容となっています。

JALふるさとアンバサダーによるワーケーションモニターツアー等

＊JALふるさとアンバサダーの概要

地域課題解決や地域活性化に取り組む客室乗務員「JALふるさとアンバサダー」が２０２０年８月に

札幌に配置されました。北海道には４名（２０２１年４月現在）のアンバサダーが着任されています。
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― ２０ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

� 北洋銀行としての関わり
当行は、本年３月１２日にワーケーションオンラインセミナーを開催し５、約７０名の参加者に対

し、日本航空様のワーケーションの取組みやJALふるさとアンバサダーによるモニターツアーに

ついてご紹介させて頂きました。ツアー実施を希望する宿泊事業者・自治体からのお申し込みを

当行で受け付け、日本航空様と打ち合わせの上、順次、実施準備を進めております。

オンラインセミナーに参加されなかった事業者・自治体についても、もしご興味をお持ちの方

がいらっしゃいましたら、お気軽に当行地域産業支援部（観光振興推進グループ：０１１－２６１－

１３２１）までお問い合わせ下さい。既に多数のお申し込みを頂いているため、必ずしもご希望に沿

えないこともございますが、モニターツアー以外のソリューションメニューを含め、何らかのご

提案をさせて頂きたいと思っております。

４．おわりに

先に述べたとおり、当行ではワーケーション実施にお役立ていただけるような具体的な情報の

提供、受入体制を整備するための取組みを進めてまいりました。今後も日本航空様との連携をは

じめ、首都圏企業との情報交換、道内各自治体・事業者への情報提供を通じ、北の大地にワー

ケーションが着実に根付いていくよう、サポートさせて頂く所存です。

ワーケーション誘致は官民連携、地域全体での取組みが必要であり、地方創生にも繋がるもの

です。当行はこれからもワーケーションに取り組まれる北海道内外の関係者をお繋ぎするなど、

誘致・受入のサポートを通して北海道経済の活性化に少しでも貢献できるよう、きめ細やかなご

支援に努めてまいります。

５北洋銀行ニュースリリース「ワーケーション誘致で日本航空と連携！！～キャビンアテンダントが北の大地
でワーケーション！～」（２０２１年３月４日）
https : //www.hokuyobank.co.jp/newsrelease/pdf/２０２１０３０４_０７２１２５．pdf
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年月

鉱工業指数
生産指数 出荷指数 在庫指数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国
２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１５年＝１００
季調値

前 期 比
（％）

２０１７年度 １００．３ ０．５ １０３．５ ２．９ １０１．４ ２．０ １０２．４ ２．２ ９８．０ ６．２ ９８．７ ５．１
２０１８年度 ９８．２ △２．１ １０３．８ ０．３ ９８．２ △３．２ １０２．６ ０．２ １０１．２ ３．３ ９８．９ ０．２
２０１９年度 ９２．５ △５．８ ９９．９ △３．８ ９１．９ △６．４ ９８．９ △３．６ １０８．３ ７．０ １０１．７ ２．８
２０２０年度 p８２．６ △１０．７ ９０．４ △９．５ p８２．２ △１０．６ ８９．２ △９．８ p８５．８ △２０．８ ９１．７ △９．８

２０２０年１～３月 ８９．０ △２．５ ９８．０ ０．０ ８７．７ △３．９ ９６．８ △０．５ １１３．０ ５．７ １０５．１ １．１
４～６月 ８０．１ △１０．０ ８１．５ △１６．８ ７８．５ △１０．５ ８０．４ △１６．９ １１５．１ １．９ １００．８ △４．１
７～９月 ７７．５ △３．２ ８８．８ ９．０ ７７．４ △１．４ ８７．８ ９．２ １０３．４ △１０．２ ９７．６ △３．２
１０～１２月 ８４．６ ９．２ ９３．９ ５．７ ８４．１ ８．７ ９３．０ ５．９ ８９．３ △１３．６ ９６．０ △１．６

２０２１年１～３月 p８８．６ ４．７ ９６．６ ２．９ p８８．８ ５．６ ９４．９ ２．０ p８９．５ ０．２ ９４．８ △１．３
２０２０年 ３月 ８７．２ △３．１ ９６．２ △２．５ ８５．５ △３．２ ９３．８ △４．８ １１３．０ ３．９ １０５．１ ０．７

４月 ８３．１ △４．７ ８６．３ △１０．３ ８０．５ △５．８ ８４．１ △１０．３ １１３．９ ０．８ １０５．１ ０．０
５月 ７８．４ △５．７ ７７．２ △１０．５ ７７．５ △３．７ ７５．９ △９．８ １１３．４ △０．４ １０２．６ △２．４
６月 ７８．７ ０．４ ８１．０ ４．９ ７７．４ △０．１ ８１．１ ６．９ １１５．１ １．５ １００．８ △１．８
７月 ７８．１ △０．８ ８６．６ ６．９ ７７．２ △０．３ ８５．４ ５．３ １１４．０ △１．０ ９９．５ △１．３
８月 ７６．９ △１．５ ８８．３ ２．０ ７７．３ ０．１ ８７．４ ２．３ １０７．９ △５．４ ９８．６ △０．９
９月 ７７．６ ０．９ ９１．６ ３．７ ７７．６ ０．４ ９０．７ ３．８ １０３．４ △４．２ ９７．６ △１．０
１０月 ８３．４ ７．５ ９３．５ ２．１ ８３．７ ７．９ ９２．７ ２．２ ９６．９ △６．３ ９６．６ △１．０
１１月 ８４．４ １．２ ９４．２ ０．７ ８３．８ ０．１ ９３．５ ０．９ ９１．６ △５．５ ９５．４ △１．２
１２月 ８６．１ ２．０ ９４．０ △０．２ ８４．９ １．３ ９２．９ △０．６ ８９．３ △２．５ ９６．０ ０．６

２０２１年 １月 ８７．９ ２．１ ９６．９ ３．１ ８７．３ ２．８ ９５．６ ２．９ ９０．２ １．０ ９５．１ △０．９
２月 r ８８．４ ０．６ ９５．６ △１．３ r ８８．９ １．８ ９４．４ △１．３ r ８８．５ △１．９ ９４．４ △０．７
３月 p８９．６ １．４ ９７．２ １．７ p９０．１ １．３ ９４．８ ０．４ p８９．５ １．１ ９４．８ ０．４

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■鉱工業生産指数の年度は原指数による。
■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

百貨店・スーパー販売額
百貨店・スーパー計 百貨店 スーパー

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２０１７年度 ９６２，１２１ ０．９ １９６，２５２ ０．５ ２０１，２９１ △０．８ ６５，３５４ △０．４ ７６０，８３０ １．３ １３０，８９８ １．０
２０１８年度 ９６５，８７１ ０．４ １９５，４７７△０．４ ２００，４５９ △０．４ ６３，９８１ △２．１ ７６５，４１１ ０．６ １３１，４９７ ０．５
２０１９年度 ９５６，６０６△１．４ １９３，４５７△１．６ １８６，２９０ △７．１ ６０，４２５ △５．６ ７７０，３１７ ０．１ １３３，０３２ ０．２
２０２０年度 ９７０，２４１△３．４ １９６，３０１△５．１ １３５，１５２ △２７．５ ４５，６１２ △２４．５ ８３５，０８９ ２．０ １５０，６８９ ２．９

２０２０年１～３月 ２３２，０３０△３．９ ４６，７０１△３．５ ３９，８５６ △２２．０ １３，０６２ △１６．４ １９２，１７４ ０．９ ３３，６４０ ２．５
４～６月 ２２８，４９３△６．６ ４４，７４７△１１．４ ２１，４３６ △５２．４ ７，３９８ △５０．６ ２０７，０５８ ３．６ ３７，３４９ ５．０
７～９月 ２４２，７０２△４．１ ４９，４８１△５．８ ３６，１４３ △２５．１ １１，６５３ △２５．４ ２０６，５５９ ０．８ ３７，８２８ ２．４
１０～１２月 ２６２，０２２△１．６ ５４，１２０△１．２ ４１，６４３ △２１．６ １４，８２５ △１１．６ ２２０，３７９ ３．５ ３９，２９５ ３．６

２０２１年１～３月 ２３７，０２３△１．４ ４７，９５３△２．１ ３５，９３１ △９．９ １１，７３６ △１０．１ ２０１，０９３ ０．２ ３６，２１７ ０．６
２０２０年 ３月 ７８，４５８△８．８ １６，２４６△８．６ １０，０７３ △４２．４ ３，７８８ △３２．６ ６８，３８５ △０．１ １２，４５８ ２．８

４月 ７２，３１１△１０．４ １３，４１５△１８．８ ５，４１０ △６３．０ １，３９７ △７１．５ ６６，９０１ １．１ １２，０１８ ３．４
５月 ７４，００２△９．２ １４，５４３△１３．５ ３，７３８ △７５．０ １，７４４ △６４．１ ７０，２６４ ５．４ １２，７９９ ６．８
６月 ８２，１８１△０．４ １６，７８９△２．３ １２，２８８ △２０．６ ４，２５７ △１８．５ ６９，８９３ ４．３ １２，５３２ ４．８
７月 ８２，０２１△１．１ １６，９１９△３．２ １２，７２６ △２０．０ ４，３４３ △１９．８ ６９，２９５ ３．４ １２，５７６ ４．５
８月 ８３，０９３△１．８ １６，８８２△１．２ １１，４１６ △２３．５ ３，６０２ △２１．３ ７１，６７７ ２．７ １３，２８０ ５．６
９月 ７７，５８８△９．５ １５，６８０△１２．８ １２，００１ △３１．２ ３，７０８ △３４．０ ６５，５８８ △３．８ １１，９７２ △３．０
１０月 ７８，５６０ ３．１ １６，３０３ ４．０ １２，８８４ △７．４ ４，１６３ △２．５ ６５，６７６ ５．３ １２，１４０ ６．０
１１月 ８０，２９８△２．６ １６，７８１△３．２ １１，４４３ △３０．６ ４，６２８ △１５．１ ６８，８５５ ４．４ １２，１５３ ２．６
１２月 １０３，１６４△４．０ ２１，０３６△３．３ １７，３１６ △２３．９ ６，０３４ △１４．５ ８５，８４８ １．４ １５，００２ ２．４

２０２１年 １月 ８０，６２４△５．６ １６，２８４△５．８ １１，２３３ △３６．３ ３，６３６ △３０．２ ６９，３９１ ２．５ １２，６４８ ４．９
２月 ７４，６６１△２．４ １４，９６９△３．３ １１，０００ △９．４ ３，５８１ △１１．８ ６３，６６１ △１．４ １１，３８７ △０．８
３月 ８１，７３９ ４．２ １６，７０１ ２．８ １３，６９７ ３６．０ ４，５１９ １９．３ ６８，０４１ △０．５ １２，１８２ △２．２

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■百貨店・スーパー販売額の前年同月比は全店ベースによる。
■「p」は速報値、「r」は修正値。
■２０２０年３月に対象事業所の見直しを行ったため、これに関わる前年（度、同期、同月）比増減率は、ギャップを調整するリンク
係数で処理した数値で計算している。

主要経済指標（１）

― ２１ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２１～０２５　主要経済指標  2021.05.19 18.07.11  Page 21 



年月

専門量販店販売額
家電大型専門店 ドラッグストア ホームセンター

北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
２０１７年度 １４１，３７７ ３．２ ４３，３４８ ３．３ ２５５，３３１ ５．３ ６１，５０３ ６．４ １３０，２８９ ０．６ ３２，９０８ △０．４
２０１８年度 １４４，９８４ ２．６ ４４，２０３ ２．１ ２６５，８６７ ４．３ ６４，６６７ ５．３ １３３，９７７ ２．８ ３２，７７５ △０．４
２０１９年度 １４９，０７０ ２．８ ４５，２１１ ２．２ ２８３，４９０ ６．６ ７０，０９６ ７．１ １３３，４０９ △０．４ ３３，０１０ ０．７
２０２０年度 １５５，９６１ ４．６ ４９，１５７ ８．４ ２８１，６９０ △０．６ ７２，３５０ ３．２ １４０，４４９ ５．３ ３５，２２１ ６．７

２０２０年１～３月 ３６，６７１△３．９ １０，９８０△２．３ ７２，５９２ ７．８ １７，８４４ １０．８ ２５，９２２ ２．２ ７，３９７ ３．７
４～６月 ３６，４４２ ９．５ １１，５９７ ９．１ ７１，０９２ ３．９ １８，３７８ ７．８ ４０，９２９ ８．７ ９，５２２ １０．８
７～９月 ３８，２８３△１４．８ １２，７４８△４．６ ７２，６６１ ０．４ １８，４５６ １．８ ３５，５９４ △０．１ ８，９７８ ４．０
１０～１２月 ４１，５１３ ２１．４ １２，６０２ ２１．６ ７０，６２６ ０．７ １８，１６３ ６．３ ３６，９０８ ７．９ ９，０６７ ８．１

２０２１年１～３月 ３９，７２３ ８．３ １２，２１０ １０．９ ６７，３１１ △７．３ １７，３５３ △２．８ ２７，０１８ ４．２ ７，６５４ ３．５
２０２０年 ３月 １２，９８８△１２．７ ３，８８４△９．５ ２３，５８３ １３．３ ６，０９６ ７．５ ９，８１６ ２．６ ２，７２３ ３．５

４月 ９，９６９△６．７ ３，０７３△９．０ ２３，１６８ ３．２ ６，１８５ １０．８ １２，２６７ ０．８ ２，９８６ ４．１
５月 １１，３６３ ３．８ ３，７９５ ８．８ ２３，１４３ ３．４ ６，０６９ ６．４ １４，９７０ ８．４ ３，３８７ １１．４
６月 １５，１１０ ２９．９ ４，７２９ ２５．６ ２４，７８１ ５．１ ６，１２３ ６．４ １３，６９２ １７．５ ３，１４８ １７．３
７月 １２，８４５ ４．１ ４，５５４ １２．１ ２４，２４４ ４．２ ６，２０２ ５．５ １２，９７２ １４．１ ３，０１３ １０．６
８月 １３，２５０△６．６ ４，５２３ ９．５ ２４，５７７ １．３ ６，４０８ ９．０ １２，１３４ ３．６ ３，２２３ １２．５
９月 １２，１８８△３３．８ ３，６７１△２９．０ ２３，８４０ △４．０ ５，８４６ △８．２ １０，４８８ △１６．４ ２，７４２ △９．９
１０月 １１，８５８ ３４．４ ３，４４４ ２９．０ ２３，０９２ △７．５ ５，８１３ ７．２ １１，４３３ １１．３ ２，７９７ ９．７
１１月 １３，６７３ ２９．０ ４，００４ ２５．３ ２３，７１５ ９．８ ５，８４７ ７．０ １１，６６２ ５．１ ２，８２１ ７．３
１２月 １５，９８２ ８．２ ５，１５４ １４．７ ２３，８１９ １．０ ６，５０３ ５．０ １３，８１３ ７．５ ３，４４８ ７．６

２０２１年 １月 １３，５４４ ０．８ ４，３０６ １１．４ ２４，１８６ △１．２ ５，８５４ ３．０ ９，１６７ １２．０ ２，５７６ １０．７
２月 １１，３０５ １０．３ ３，４９２ ７．２ ２２，１６９ △９．６ ５，５５１ △８．５ ７，６７９ △３．０ ２，３４４ △０．１
３月 １４，８７４ １４．５ ４，４１３ １３．６ ２０，９５６ △１１．１ ５，９４７ △２．４ １０，１７２ ３．６ ２，７３３ ０．４

資料 経済産業省、北海道経済産業局

■専門量販店販売額は２０１４年１月から調査を実施。
■ドラッグストアの一部事業所の数値の訂正があり、２０１８年１月～１２月分まで遡及して訂正（年間補正）を行ったため、これに関
わる前年（度、同期、同月）比増減率は、リンク係数で処理した数値で計算している。

年月

コンビニエンスストア販売額 消費支出（二人以上の世帯） 来道者数 外国人入国者数

北海道 全国 北海道 全国 北海道 北海道

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％） 円 前 年 同
月比（％） 円 前 年 同

月比（％） 千人 前 年 同
月比（％） 千人 前 年 同

月比（％）
２０１７年度 ５６５，７３１ １．９ １１８，０１９ ２．３ ２６４，４３３ １．５ ２８４，５８７ １．３ １３，７７７ ２．０ １，７３６ ２４．５
２０１８年度 ５７３，４０８ １．４ １２０，５０５ ２．１ ２５５，２１０ △３．５ ２８９，００７ １．６ １３，５４６ △１．７ １，８８４ ８．５
２０１９年度 ５８２，４１４ １．６ １２１，７４８ １．０ ２７２，９７６ ７．０ ２９１，２３５ ０．８ １３，２６７ △２．１ １，５８４ △１５．９
２０２０年度 ５６２，６６４△３．４ １１５，６００△５．０ ２６４，５９０ △３．１ ２７６，１６７ △５．２ ４，６１５ △６５．２ p ０ △１００．０

２０２０年１～３月 １３４，７５５△０．１ ２８，５９９△０．３ ２６３，５１１ １．５ ２８３，７０７ △２．９ ２，３１４ △２６．１ ２８８ △４９．１
４～６月 １３６，６３６△５．５ ２７，７８１△８．５ ２５５，９４２ △６．５ ２６４，５４６ △９．７ ４８１ △８６．０ ０ △１００．０
７～９月 １５１，４３７△２．７ ３０，１３６△５．６ ２７４，４９８ ２．６ ２７１，０４０ △８．１ １，５１５ △６３．７ ０ △１００．０
１０～１２月 １４２，８６１△３．１ ２９，９０７△３．２ ２７４，７９５ △４．４ ２９２，４１１ △０．３ １，６６５ △５０．１ ０ △１００．０

２０２１年１～３月 １３１，７３０△２．２ ２７，７７６△２．８ ２５３，１２３ △３．９ ２７６，６７０ △２．５ ９５３ △５８．８ p ０ △１００．０
２０２０年 ３月 ４４，４７５△４．９ ９，５７７△５．４ ２７６，０８６ ０．９ ２９２，２１４ △５．５ ３８４ △６６．０ ３ △９７．９

４月 ４３，５７７△６．５ ８，９１４△１０．７ ２６２，５０３ △６．２ ２６７，９２２ △１１．０ １５５ △８５．１ ０ △１００．０
５月 ４５，６３９△７．２ ９，２７１△９．６ ２４３，２５１ △１０．２ ２５２，０１７ △１６．２ ９７ △９１．９ ０ △１００．０
６月 ４７，４２０△２．７ ９，５９６△５．１ ２６２，０７３ △３．０ ２７３，６９９ △１．１ ２３０ △８１．０ ０ △１００．０
７月 ５０，１２７△４．９ ９，９０８△７．９ ２７３，８８２ ８．２ ２６６，８９７ △７．３ ４１５ △６８．１ ０ △１００．０
８月 ５１，４３４△３．８ １０，３４１△５．６ ２７０，６７３ ３．１ ２７６，３６０ △６．７ ５３１ △６５．３ ０ △１００．０
９月 ４９，８７６ ０．８ ９，８８７△３．１ ２７８，９３９ △２．７ ２６９，８６３ △１０．２ ５７０ △５７．６ ０ △１００．０
１０月 ４７，７５８△３．１ ９，９７３△３．３ ２５２，１７９ △１１．７ ２８３，５０８ １．４ ６８９ △４１．５ ０ △１００．０
１１月 ４５，５６１△２．９ ９，７００△２．４ ２５４，７８５ △３．６ ２７８，７１８ △０．０ ５７１ △４７．５ ０ △１００．０
１２月 ４９，５４２△３．３ １０，２３４△３．８ ３１７，４２２ １．７ ３１５，００７ △２．０ ４０６ △６２．２ ０ △１００．０

２０２１年 １月 ４４，４５８△３．６ ９，２９０△４．４ ２４０，５３３ △７．２ ２６７，７６０ △６．８ ２４２ △７６．０ ０ △１００．０
２月 ４１，２３８△６．７ ８，６９６△６．６ ２２４，８５１ △１１．９ ２５２，４５１ △７．１ ２４７△７３．２ ０ △１００．０
３月 ４６，０３４ ３．５ ９，７８９ ２．５ ２９３，９８６ ６．５ ３０９，８００ ６．０ ４６５ ２１．１ p ０ △１００．０

資料 経済産業省、北海道経済産業局 総務省、北海道 �北海道観光振興機構 法務省

■コンビニエンスストア販売額の前年同月比は全店
ベースによる。

■年度および四半期の数値は月平均
値。

■「p」は速報値。

主要経済指標（２）

― ２２ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２１～０２５　主要経済指標  2021.05.21 13.21.07  Page 22 



年月

新設住宅着工戸数 民間非居住用建築物着工床面積 機械受注実績

北海道 全国 北海道 全国 全国

戸 前 年 同
月比（％） 百 戸 前 年 同

月比（％） 千㎡ 前 年 同
月比（％） 千㎡ 前 年 同

月比（％） 億 円 前 年 同
月比（％）

２０１７年度 ３７，０６２ △１．２ ９，４６４ △２．８ １，９８３ ９．６ ４７，２９３ ４．４ １０１，４８０ △０．８
２０１８年度 ３５，７６１ △３．５ ９，５２９ ０．７ １，８６８ △５．８ ４６，０３７ △２．７ １０４，３６４ ２．８
２０１９年度 ３２，４８６ △９．２ ８，８３７ △７．３ １，７５６ △６．０ ４３，０１９ △６．６ １０４，０３６ △０．３
２０２０年度 ３１，７７２ △２．２ ８，１２２ △８．１ １，８５２ ５．５ ４０，０３０ △６．９ ９４，８７０ △８．８

２０２０年１～３月 ５，３３２ △２．５ １，９４２ △９．９ ２８０ △５．５ ９，４９７ △５．６ ２７，５８１ △１．０
４～６月 ８，９０８ △１２．３ ２，０４５ △１２．４ ７２０ ３７．６ １０，６７９ △９．０ ２１，５３２ △１９．１
７～９月 ９，３７７ ０．１ ２，０９５ △１０．１ ５４１ △１０．０ ９，８３３ △１２．７ ２２，３３６ △１４．１
１０～１２月 ７，７２２ １．２ ２，０７１ △７．０ ２６２ △２５．４ ９，６７９ △８．１ ２４，１２１ １．２

２０２１年１～３月 ５，７６５ ８．１ １，９１０ △１．６ ３２９ １７．５ ９，８３９ ３．６ ２６，８８１ △２．５
２０２０年 ３月 ２，３５２ △３．７ ７０７ △７．６ １７０ ５６．７ ３，４６６ １６．８ １３，５６３ △０．７

４月 ２，９５０ △１０．９ ６９６ △１２．４ ２５２ １１．９ ３，５６４ △９．５ ７，３２８ △１７．７
５月 ２，８０４ △５．９ ６３８ △１２．０ ２６３ ９７．９ ３，７９４ ４．４ ６，３８４ △１６．３
６月 ３，１５４ △１８．４ ７１１ △１２．８ ２０６ ２４．１ ３，３２１ △２０．１ ７，８２０ △２２．５
７月 ２，８６８ △１６．７ ７０２ △１１．３ ３０４ １１．０ ３，２７７ △２５．８ ６，９１１ △１６．２
８月 ３，７５６ １７．９ ６９１ △９．１ １２８ △２８．３ ３，２６２ △９．９ ６，２６５ △１５．２
９月 ２，７５３ ０．５ ７０２ △９．９ １０８ △２７．１ ３，２９４ ２．２ ９，１６０ △１１．５
１０月 ２，７０９ ３．０ ７０７ △８．３ １０７ △３７．７ ３，２９４ △２．８ ７，４９９ ２．８
１１月 ２，６９１ ４．６ ７０８ △３．７ ７９ △３５．２ ３，０９１ △７．７ ７，２２９ △１１．３
１２月 ２，３２２ △４．４ ６５６ △９．０ ７７ ３０．２ ３，２９４ △１３．２ ９，３９２ １１．８

２０２１年 １月 １，６０５ ２９．３ ５８４ △３．１ １２９ ２３８．５ ２，９８９ １３．４ ６，７７２ １．５
２月 １，５０５ △１３．５ ６０８ △３．７ ５６ △２１．７ ３，０８１ △９．２ ６，８２２ △７．１
３月 ２，６５５ １２．９ ７１８ １．５ １４４ △１５．６ ３，７６８ ８．７ １３，２８７ △２．０

資料 国土交通省 国土交通省 内閣府

■「r」は修正値。 ■船舶・電力を除く民
需（原系列）。

年月

乗用車新車登録台数

北海道 全国
合計 普・小・軽・計普通車 小型車 軽乗用車

台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％） 台 前年同月比（％）
２０１７年度 １８３，７７０ ４．４ ６２，８０７ ３．１ ６３，４４３ １．６ ５７，５２０ ９．３ ４，３４９，７７８ ２．５
２０１８年度 １７８，５３３ △２．８ ６１，２０８ △２．５ ６０，８４１ △４．１ ５６，４８４ △１．８ ４，３６３，６０８ ０．３
２０１９年度 １７０，６０２ △４．４ ５８，９０７ △３．８ ５７，８３４ △４．９ ５３，８６１ △４．６ ４，１７３，１８６ △４．４
２０２０年度 １５４，３９１ △９．５ ５２，９６４ △１０．１ ４９，６７７ △１４．１ ５１，７５０ △３．９ ３，８５９，２５０ △７．５

２０２０年１～３月 ４４，２６７ △１０．０ １５，２２６ △１４．８ １４，７２０ △３．１ １４，３２１ △１１．０ １，１４８，４５４ △１０．０
４～６月 ３２，０９１ △３１．８ ９，９６７ △３７．６ １２，６５６ △２４．８ ９，４６８ △３３．７ ６７７，５２８ △３２．９
７～９月 ４１，６１４ △１３．５ １３，７３０ △１７．６ １３，４７６ △１６．０ １４，４０８ △６．３ ９９２，８６８ △１４．１
１０～１２月 ３６，６９２ １７．７ １３，３４９ ２０．７ １０，８７９ ６．３ １２，４６４ ２６．２ ９９２，０３１ １５．４

２０２１年１～３月 ４３，９９４ △０．６ １５，９１８ ４．５ １２，６６６ △１４．０ １５，４１０ ７．６ １，１９６，８２３ ４．２
２０２０年 ３月 ２１，３６１ △１０．９ ７，５６２ △１６．８ ７，１６５ △４．６ ６，６３４ △１０．０ ４８５，２０７ △８．９

４月 １１，１２４ △２８．９ ２，９３７ △４１．７ ５，００７ △１５．６ ３，１８０ △３２．１ ２１９，２３１ △３０．４
５月 ８，１４２ △４３．７ ２，６９７ △４４．８ ３，３１２ △３０．８ ２，１３３ △５５．６ １７４，４０４ △４６．７
６月 １２，８２５ △２４．４ ４，３３３ △２８．３ ４，３３７ △２９．１ ４，１５５ △１３．３ ２８３，８９３ △２２．６
７月 １４，５７２ △１２．３ ４，９００ △１２．９ ４，７８３ △２４．１ ４，８８９ ４．３ ３３０，７７１ △１２．８
８月 １１，６０３ △９．８ ３，５３４ △２０．０ ４，１２５ １．４ ３，９４４ △９．９ ２７１，２５０ △１４．５
９月 １５，４３９ △１７．０ ５，２９６ △１９．９ ４，５６８ △１９．５ ５，５７５ △１１．８ ３９０，８４７ △１４．８
１０月 １３，３２３ ３３．１ ４，５０６ ３１．５ ４，１１０ ３１．４ ４，７０７ ３６．１ ３３９，９２３ ３０．８
１１月 １２，８７７ １３．１ ４，７３３ ２６．１ ３，７２２ △６．４ ４，４２２ ２１．１ ３３６，９０８ ６．７
１２月 １０，４９２ ７．３ ４，１１０ ５．９ ３，０４７ △２．７ ３，３３５ ２０．７ ３１５，２００ １０．９

２０２１年 １月 １０，４８７ １．８ ３，９６４ １４．６ ２，８０８ △１５．４ ３，７１５ ５．６ ３２４，５４６ ７．８
２月 １１，８８５ △５．７ ４，２３８ ０．８ ３，２３８ △２３．６ ４，４０９ ５．８ ３６１，８９１ △０．０
３月 ２１，６２２ １．２ ７，７１６ ２．０ ６，６２０ △７．６ ７，２８６ ９．８ ５１０，３８６ ５．２

資料 �日本自動車販売協会連合会、�全国軽自動車協会連合会

主要経済指標（３）

― ２３ ― ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２１～０２５　主要経済指標  2021.05.21 13.22.40  Page 23 



年月

公共工事請負金額 有効求人倍率 新規求人数（常用） 完全失業率（常用）
北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国 北海道 全国

百万円 前 年 同
月比（％） 億円 前 年 同

月比（％）
倍
原数値 人 前 年 同

月比（％） 人 前 年 同
月比（％）

％
原数値

２０１７年度 ８８３，１１０ ０．６ １３９，０８１ △４．３ １．１１ １．３８ ３２，４３４ １．５ ８５３，６７１ ５．２ ３．２ ２．７
２０１８年度 ８５７，２６９ △２．９ １４０，６８０ １．１ １．１７ １．４６ ３２，９６９ １．６ ８６６，０５５ １．５ ２．９ ２．４
２０１９年度 ９５６，２２７ １１．５ １５０，２５５ ６．８ １．１９ １．４１ ３２，０９１ △２．７ ８２７，４６７ △４．５ ２．５ ２．４
２０２０年度 ９８１，９５１ ２．７ １５３，６５８ ２．３ ０．９６ １．０１ ２７，７７５ △１３．４ ６５８，８３８ △２０．４ ３．１ ２．９

２０２０年１～３月 １２９，１８９ △４．０ ２８，２７９ ７．１ １．１４ １．３７ ３０，２４９ △１２．１ ７８２，５３１ △１３．２ ２．５ ２．４
４～６月 ５１９，４７９ １１．０ ５２，７３０ ３．４ ０．９４ １．０４ ２６，７７７ △２０．４ ６２４，２０２ △２６．２ ３．３ ２．８
７～９月 ２４１，２０２ △７．６ ４３，３７３ ７．５ ０．９５ ０．９６ ２７，０５４ △１９．３ ６４５，０７０ △２３．９ ２．７ ３．０
１０～１２月 ８６，６５２ △１１．６ ２９，５８５ △３．４ ０．９８ １．００ ２７，５８９ △１０．８ ６５８，１０５ △２１．１ ３．３ ２．９

２０２１年１～３月 １３４，６１７ ４．２ ２７，９６９ △１．１ ０．９５ １．０４ ２９，６８２ △１．９ ７０７，９７５ △９．５ ３．０ ２．８
２０２０年 ３月 ９９，３４８ △９．９ １４，８７０ １２．９ １．０９ １．３０ ３０，０７１ △１２．７ ７５３，３６９ △１１．４ ↓ ２．６

４月 ２１０，４０６ ３３．７ ２３，０５４ ３．２ ０．９７ １．１３ ２７，９３６ △２２．３ ６０４，３８２ △３０．４ ↑ ２．８
５月 １４４，８３５ △１５．７ １３，２９１ △６．４ ０．９３ １．０２ ２５，０５６ △２３．３ ５８２，６７８ △３０．７ ３．３ ２．９
６月 １６４，２３７ １８．２ １６，３８６ １３．２ ０．９３ ０．９７ ２７，３３９ △１５．３ ６８５，５４７ △１７．２ ↓ ２．８
７月 １１１，３２８ △１８．６ １５，４３２ △４．１ ０．９５ ０．９７ ２７，５５７ △２３．６ ６４０，９０６ △２７．７ ↑ ２．９
８月 ７３，００４ △１．２ １３，００９ １３．２ ０．９４ ０．９５ ２５，３３４ △２０．２ ６０７，５７７ △２６．７ ２．７ ３．０
９月 ５６，８６８ １３．１ １４，９３２ １７．１ ０．９５ ０．９５ ２８，２７２ △１３．９ ６８６，７２７ △１７．０ ↓ ３．０
１０月 ４３，３４９ △２０．５ １３，４２６ △０．４ ０．９７ ０．９７ ３０，８８３ △１５．９ ７１３，６０８ △２２．４ ↑ ３．１
１１月 ２４，３０７ △１８．３ ８，８１４ △３．３ ０．９９ １．００ ２６，４４４ △９．２ ６３０，７７１ △２１．３ ３．３ ２．８
１２月 １８，９９５ ３７．５ ７，３４５ △８．６ ０．９９ １．０３ ２５，４３９ △５．７ ６２９，９３６ △１９．１ ↓ ２．８

２０２１年 １月 ９，１４５ △１３．４ ６，３２８ △１．４ ０．９５ １．０４ ２８，１５８ △７．２ ６９２，８７５ △１２．６ ↑ ２．９
２月 １４，０２７ △２７．２ ６，４８５ △７．３ ０．９４ １．０４ ２７，７６６ △８．５ ６８６，８３２ △１４．３ ３．０ ２．８
３月 １１１，４４４ １２．２ １５，１５６ １．９ ０．９６ １．０２ ３３，１２１ １０．１ ７４４，２１８ △１．２ ↓ ２．７

資料 北海道建設業信用保証㈱ほか２社 厚生労働省
北海道労働局

厚生労働省
北海道労働局 総務省

■年度および四半期
の数値は月平均値。

■年度及び四半期の数値は、月平均値。■年度の数値は四
半期の平均値。

年月

消費者物価指数（生鮮食品除く総合） 企業倒産件数
（負債総額１，０００万円以上） 円相場

（東京市場）
日経
平均
株価北海道 全国 北海道 全国

２０１５年＝１００ 前 年 同
月比（％）２０１５年＝１００

前 年 同
月比（％） 件 前 年 同

月比（％） 件 前 年 同
月比（％） 円／ドル 円

月（期）末
２０１７年度 １００．９ １．３ １００．４ ０．７ ２６３ △５．７ ８，３６７ △０．２ １１０．８０ ２１，４５４
２０１８年度 １０２．３ １．４ １０１．２ ０．８ ２２４ △１４．８ ８，１１０ △３．１ １１０．８８ ２１，２０６
２０１９年度 １０３．１ ０．８ １０１．８ ０．６ ２０７ △７．６ ８，６３１ ６．４ １０８．６８ １８，９１７
２０２０年度 １０２．４ △０．７ １０１．４ △０．４ １６６ △１９．８ ７，１６３ △１７．０ １０６．０４ ２９，１７９

２０２０年１～３月 １０３．４ １．３ １０１．９ ０．６ ５３ △８．６ ２，１６４ １２．９ １０８．８６ １８，９１７
４～６月 １０２．４ △０．３ １０１．６ △０．１ ５６ △１２．５ １，８３７ △１１．４ １０７．６０ ２２，２８８
７～９月 １０２．１ △０．６ １０１．４ △０．２ ３４ △２７．７ ２，０２１ △７．４ １０６．１９ ２３，１８５
１０～１２月 １０２．３ △１．３ １０１．２ △０．９ ３２ △２５．６ １，７５１ △２０．８ １０４．４９ ２７，４４４

２０２１年１～３月 １０２．７ △０．７ １０１．６ △０．４ ４４ △１７．０ １，５５４ △２８．２ １０５．９０ ２９，１７９
２０２０年 ３月 １０３．５ １．１ １０１．９ ０．４ １６ △３８．５ ７４０ １１．８ １０７．２９ １８，９１７

４月 １０２．６ △０．２ １０１．６ △０．２ ２５ ５６．３ ７４３ １５．２ １０７．９３ ２０，１９４
５月 １０２．３ △０．５ １０１．６ △０．２ １０ △５６．５ ３１４ △５４．８ １０７．３１ ２１，８７８
６月 １０２．４ △０．２ １０１．６ ０．０ ２１ △１６．０ ７８０ ６．３ １０７．５６ ２２，２８８
７月 １０２．１ △０．５ １０１．６ ０．０ １２ △２０．０ ７８９ △１．６ １０６．７８ ２１，７１０
８月 １０２．１ △０．５ １０１．３ △０．４ １１ △４７．６ ６６７ △１．６ １０６．０４ ２３，１４０
９月 １０２．２ △０．８ １０１．３ △０．３ １１ ０．０ ５６５ △１９．５ １０５．７４ ２３，１８５
１０月 １０２．２ △１．１ １０１．３ △０．７ １３ ８．３ ６２４ △２０．０ １０５．２４ ２２，９７７
１１月 １０２．２ △１．４ １０１．２ △０．９ １２ △１４．３ ５６９ △２１．７ １０４．４０ ２６，４３４
１２月 １０２．４ △１．２ １０１．１ △１．０ ７ △５８．８ ５５８ △２０．７ １０３．８２ ２７，４４４

２０２１年 １月 １０２．４ △０．９ １０１．４ △０．６ ７ △６６．７ ４７４ △３８．７ １０３．７０ ２７，６６３
２月 １０２．５ △０．９ １０１．５ △０．４ １５ △６．３ ４４６ △３１．５ １０５．３６ ２８，９６６
３月 １０３．２ △０．３ １０１．８ △０．１ ２２ ３７．５ ６３４ △１４．３ １０８．６５ ２９，１７９

資料 総務省 ㈱東京商工リサーチ 日本銀行 日本経済新聞社

■年度及び四半期の数値は、月平均値。 ■円相場は対米ドル、インター
バンク中心相場の月中平均値。

主要経済指標（４）

― ２４ ―ほくよう調査レポート ２０２１年６月号

ｏ．２９９（カラー）　ＩＣＳ　１７５線／本文　※柱に注意！　柱「ほくよう」に変更／０２１～０２５　主要経済指標  2021.05.19 18.07.11  Page 24 



年月

通関実績
輸出 輸入

北海道 全国 北海道 全国

百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 百万円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２０１７年度 ３８１，３３０ １．５ ７９２，２１２ １０．８ １，２５３，６６５ ２７．６ ７６８，１０５ １３．７
２０１８年度 ３８４，２５０ ０．８ ８０７，０９９ １．９ １，４３２，８９０ １４．３ ８２３，１９０ ７．２
２０１９年度 ２９８，９２３ △２２．２ ７５８，７８８ △６．０ １，２１７，４０６ △１５．０ ７７１，５９８ △６．３
２０２０年度 ２２０，３３９ △２６．３ ６９４，８７４ △８．４ p ８４２，６７９ △３０．８ p６８１，８６１ △１１．６

２０２０年１～３月 ６７，７８３ △１６．３ １８１，０９１ △５．５ ２９７，８２８ △１０．７ １８３，００３ △７．３
４～６月 ４８，８５０ △３０．２ １４２，５０６ △２５．３ １９５，５３９ △４０．８ １６３，３５２ △１５．８
７～９月 ４８，０９９ △４１．１ １６６，５４９ △１３．０ １５４，４１０ △４３．３ １５７，７４３ △１９．９
１０～１２月 ６４，８９９ △１８．３ １９３，８５９ △０．７ ２２９，４４４ △２７．５ １７４，２７２ △１１．８

２０２１年１～３月 ５８，４９２ △１３．７ １９１，９６１ ６．０ p２６３，２８７ △１１．６ p１８６，４９３ １．９
２０２０年 ３月 ２３，９３３ △１５．２ ６３，５７１ △１１．７ ８５，９３１ △１１．０ ６３，４９６ △５．０

４月 １７，７２６ △３５．０ ５２，０４７ △２１．９ ８３，１９７ △３８．１ ６１，４１７ △７．０
５月 １３，９６６ △２３．８ ４１，８５６ △２８．３ ５６，６１０ △５１．２ ５０，４２３ △２５．９
６月 １７，１５８ △２９．８ ４８，６０３ △２６．２ ５５，７３３ △３０．３ ５１，５１３ △１４．１
７月 １５，９８１ △５８．４ ５３，６８０ △１９．２ ４９，５２３ △５０．５ ５３，８２８ △２２．０
８月 １６，０１３ △２８．９ ５２，３３１ △１４．８ ４８，７７３ △４９．３ ５０，０５１ △２０．４
９月 １６，１０５ △２２．１ ６０，５３８ △４．９ ５６，１１４ △２６．４ ５３，８６４ △１７．１
１０月 ２１，８４５ △１８．５ ６５，６５７ △０．２ ６９，０８６ △２５．４ ５７，０７５ △１３．１
１１月 ２１，１１６ △１８．０ ６１，１３６ △４．２ ７７，２７９ △２８．６ ５７，５７８ △１１．０
１２月 ２１，９３８ △１８．５ ６７，０６７ ２．０ ８３，０７８ △２８．３ ５９，６１９ △１１．５

２０２１年 １月 １５，０６８ △２０．３ ５７，７９６ ６．４ ７４，７９５ △３６．３ ６１，０６７ △９．５
２月 １５，７９３ △３６．７ ６０，３８２ △４．５ r ９２，４７３ △２．２ r ５８，２６５ １１．９
３月 ２７，６３１ １５．５ ７３，７８３ １６．１ p ９６，０１９ １１．７ p ６７，１６１ ５．８

資料 財務省、函館税関

■「p」は速報値、「r」は修正値。

年月

預貸金（国内銀行）
預金 貸出

北海道 全国 北海道 全国

億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％） 億円 前年同月
比（％） 億円 前年同月

比（％）
２０１７年度 １６１，３３４ ３．０ ７，７５１，５８６ ４．０ １０２，２１８ ２．９ ４，８９８，３０１ ２．４
２０１８年度 １６５，１４５ ２．４ ７，８８９，９７９ １．８ １０４，２３６ ２．０ ５，０３８，０４６ ２．９
２０１９年度 １６９，０４３ ２．４ ８，１３０，６２０ ３．０ １０５，４０２ １．１ ５，１４２，６８９ ２．１
２０２０年度 １８７，２０９ １０．７ ８，９５６，８６１ １０．２ １１２，５９１ ６．８ ５，３９０，５７８ ４．８

２０２０年１～３月 １６９，０４３ ２．４ ８，１３０，６２０ ３．０ １０５，４０２ １．１ ５，１４２，６８９ ２．１
４～６月 １７７，８７６ ７．５ ８，５８７，９５７ ９．０ １０９，３０５ ４．８ ５，３３４，８２１ ６．１
７～９月 １７９，３０４ １０．３ ８，６４０，５２４ ９．３ １１０，５０６ ５．５ ５，３２４，６３６ ５．５
１０～１２月 １８３，３５７ ９．６ ８，７２６，７７３ ９．７ １１３，８７４ ７．３ ５，３６３，８３７ ５．４

２０２１年１～３月 １８７，２０９ １０．７ ８，９５６，８６１ １０．２ １１２，５９１ ６．８ ５，３９０，５７８ ４．８
２０２０年 ３月 １６９，０４３ ２．４ ８，１３０，６２０ ３．０ １０５，４０２ １．１ ５，１４２，６８９ ２．１

４月 １７１，７１２ ３．７ ８，２９１，９９８ ４．７ １０５，０８２ １．６ ５，２３１，７０２ ３．９
５月 １７８，２２１ ８．０ ８，５４７，７９５ ８．０ １０７，３０７ ３．２ ５，３１１，０５７ ６．０
６月 １７７，８７６ ７．５ ８，５８７，９５７ ９．０ １０９，３０５ ４．８ ５，３３４，８２１ ６．１
７月 １７８，３８４ ８．９ ８，５８３，７９０ ９．０ １１０，５５６ ５．７ ５，３３３，６４９ ６．２
８月 １８０，０７５ ８．７ ８，６２８，２６１ ９．７ １１０，９４９ ５．１ ５，３２８，７７４ ６．１
９月 １７９，３０４ １０．３ ８，６４０，５２４ ９．３ １１０，５０６ ５．５ ５，３２４，６３６ ５．５
１０月 １８１，４３７ １０．６ ８，６４０，３６３ ８．９ １１１，１８０ ５．６ ５，３２１，９１５ ５．６
１１月 １８０，２８２ ９．０ ８，７３８，１２０ ９．４ １１１，３９５ ５．４ ５，３５３，８３６ ５．８
１２月 １８３，３５７ ９．６ ８，７２６，７７３ ９．７ １１３，８７４ ７．３ ５，３６３，８３７ ５．４

２０２１年 １月 １８２，５１７ １０．４ ８，７５４，８１４ ９．８ １１４，１９１ ７．７ ５，３６２，２４９ ５．５
２月 １８３，４５８ １０．６ ８，７８９，９６９ １０．０ １１４，０４４ ７．７ ５，３７７，６６７ ５．７
３月 １８７，２０９ １０．７ ８，９５６，８６１ １０．２ １１２，５９１ ６．８ ５，３９０，５７８ ４．８

資料 日本銀行

主要経済指標（５）
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●道内経済の動き

●２０２１年 道内企業の雇用動向と新卒採用

●寄稿
北の大地でワーケーション！
～北洋銀行によるワーケーション誘致支援の
取組み～
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